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　1872（明治5）年　
★荒木和一※1大阪で生まれ
る。（のち心斎橋の舶来雑貨商の養子に）
　1878（明治11）年　
★赤松麟作※2岡山県津山に
生まれる。
★12月7日　与謝野晶子※3、
堺の老舗和菓子店駿河屋の
三女（鳳晶子）として生まれる。
　1879（明治12）年
★4月21日　金尾種次郎※4、
心斎橋筋の仏教書の書肆、
金尾文淵堂に生まれる。
　1891（明治24）年
★2月12日　直木三十五※5、
上町台地（現在の中央区安堂寺町2）
に生まれる。
　1894（明治27）年
★仏のリュミエール兄弟が映画のシネマトグラフを開発、1895
年にパリで一般公開。1900年パリ万博でも映画上映。
　1896（明治29）年
★12月　荒木和一（24）、アメリカのエジソン商会から輸
入した映写機ヴァイタスコープを使い、難波の鉄工所で日
本初のスクリーン上映を行う。
 1897（明治30）年
★4月　第一次大阪市域拡張。大阪市は接続する村を編入し、
市域は約3.7倍に拡大、産業都市としての整備が進められる。
　1899（明治32）年
★金尾種次郎（20）、薄田泣菫（22）の処女詩集『暮笛集』
を出版、口絵は新進画家の赤松麟作（21、種次郎の小学同級
生）。この時期、金尾文淵堂は文芸雑誌「ふた葉」（のち「小
天地」）発刊、若き作家や歌人たちが金尾の店に集った。
　1900（明治33）年
★4月15日～ 11月12日　パリ万国博覧会開催。エッフェル塔の
エスカレーターや会場内の動く歩道、電車などが人気を呼んだ。
また舞踊家ロイ・フラーによる光の舞が上演された。

★荒木和一（28）は、大阪で開催予定の第五回内国勧業
博覧会の企画に参画し、パリ万博を視察。人気を博して
いたロイ・フラーの舞台も鑑賞。
★12月26日　稲垣足穂※6、
大阪船場（現在の北久宝寺2）に
歯科医の次男として誕生
（1907年浪華尋常小学校に入学する
が、同年に兵庫県の明石に転居）。
　1901（明治34）年
★与謝野晶子（22）、実家を出て東京に移り、処女歌集
『みだれ髪』を刊行。のちに与謝野鉄幹と結婚。
　1903（明治36）年
★大阪での第五回内国勧業博覧会を控え、金尾種次
郎（24）は、『大阪名勝図会 巻ノ壱』を編集し発行。
★赤松麟作（25）、白馬会展の受賞作品「夜汽車」を内
国博に出品、褒状を受ける。
★荒木和一（31）、内国博の娯楽
施設を企画。「不思議館」でカー
マンセラ嬢の電気の舞を上演、
大人気を博す。
★植村少年（直木三十五、12）、実家
の古着屋の売上金をごまかし、
内国博の不思議館にカーマンセ
ラ嬢の電気の舞を見に行く。
★稲垣足穂（2）、家族と内国博
を訪れ、幼心にモダン都市イメー
ジを強く感得する。
★12月17日　ライト兄弟、世界初の
有人動力飛行に成功。この後、飛行
機の性能は急速に発展。
　1904（明治37）年
★9月　与謝野晶子（25）、日露戦争に従軍した弟を思い、
「君死にたまふことなかれ」を「明星」に発表。
　1905（明治38）年頃
★金尾種次郎（26）、大阪から東京に金尾文淵堂を移
転。精力的な出版活動を進め、凝った装丁の美本で知
られる文芸出版社となる。
　1907（明治40）年頃
★赤松麟作（29）、北野恒富（27）ら在阪青年画家たちは、
日本画・洋画の枠を越え「大阪絵画春秋会」に結集。

※２  あかまつ・りんさく（～ 1953）、
洋画家。1883年に大阪に転居。東
京美術学校西洋画科を卒業。画塾
で優秀な弟子を多数育成し、大阪
洋画壇に指導的役割を果たす。

※１  あらき・わいち（～1957）、実業家。
英語に堪能で、のちにカナダの生命保
険会社支部長や公式通訳官を務める。
第五回内国勧業博覧会に参画する。

※３  よさの・あきこ（～1942）、歌人。
22歳で上京。1901年に第１歌集『み
だれ髪』刊行。源氏物語の現代語訳
などでも知られる。夫は「明星」を創
刊した与謝野鉄幹。
※４  かなお・たねじろう（～1947）、
家業の出版業を継ぎ、薄田泣菫『暮笛
集』や文芸雑誌「小天地」刊行。1905
年から東京に店を移し、与謝野晶子
ら著名作家の文芸書を多数刊行。
※５  なおき・さんじゅうご（～1934）、
小説家。本名は植村宗一。筆名は、
年齢に応じて三十一～三十三と変更
し、以後三十五を名乗る。『南国太平
記』などで流行作家に。没後、友人・
菊池寛の発意で「直木賞」に名を残す。

※6  いながき・たるほ（～1977）、小説
家。特殊な宇宙的感覚を表現した作
品で知られる。少年時代から航海家
を夢み、光学機器に興味を抱き、飛
行機にも魅了される。1923年『一千一
秒物語』を刊行。その後、新感覚派
の作家として活躍した。

内国博の不思議館で実演
された電気の舞（国立国会
図書館デジタルコレクションより）

内国博の展示館を彩ったイ
ルミネーション（大阪市立図書
館デジタルアーカイブより）
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仏
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熱
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尾
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心
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橋
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店
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を
寄
せ
る
青
年
ら
が
集
ま
る

「
梁
山
泊
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よ
う
な
場
所
に
な
り
ま
し
た
。
書
籍
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代
詩
の

始
ま
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と
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え
る
薄
田
泣
菫『
暮
笛
集
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出
版
す
る
な
ど
し
て

評
価
を
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め
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が
、経
営
は
次
第
に
行
き
詰
ま
り
、や
が
て
東

京
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と
拠
点
を
移
す
こ
と
に
な
り
ま
す
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し
か
し
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降
も
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は
節
を
曲
げ
ず
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い
造
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書
を
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版
社
と
し
て
一

時
代
を
築
い
て
い
き
ま
す
。
特
に
与
謝
野
晶
子
の
本
の
代
表
作

は
多
く
が
金
尾
か
ら
出
て
い
ま
す
が
、そ
の
装
丁
も
み
な
素
晴
ら

し
い
。
晶
子
の
第
二
歌
集『
小
扇
』を
は
じ
め
、他
所
か
ら
出
て
い

た
処
女
作『
み
だ
れ
髪
』も
再
版
し
、『
新
訳
源
氏
物
語
』も
出
し
て

い
る
。
そ
の
関
係
は
長
き
に
わ
た
り
、親
し
く
深
い
も
の
で
し
た
。

青年実業家・荒木和
一（28歳）、

パリの万博で、ロイ・
フラーの

光の舞に魅了される 
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参考文献 ：『大阪「映画」事始め』 武部好伸 2016／『金尾文淵堂をめぐる人びと』 石塚純一 2005／「りんさく画伯と大阪のまちを語ろう。」大阪市立近代美術館建設準備室 2010／『大大阪記念博覧会誌』 1925／『再見 なにわ文化』 肥田晧三 2019  ほか

金尾種次郎と幼馴染で作家とも親交が深
かった赤松麟作や後に大阪画壇の中心として
後進育成に努めた日本画の北野恒富らが集
い共に研鑽を積もうという動きが生まれてきた。

江戸時代に出された『摂津名所図会』以来の大阪の総合的な名
所案内本つくりを目指して、この年、心斎橋の金尾文淵堂は『大阪
名勝図会 巻ノ壱』を編集発行。伝統を装いつつ、細部に鋭く時代
の移り変わりを描いたが衆目を集めず、知る人ぞ知る一冊に（全５
巻発行予定も１巻に止まった）。歴史を受け継ぎ、領域を越え、伝統
を凌駕する、金尾種次郎の人脈と本づくりの独自の歩みが始まる。

荒木和一は、大阪・難波で日本で初めて
映画上映をした人物。のちに1900年のパ
リ万博を独自に視察。「電気宮」で踊る女
性ダンサーのロイ・フラーに注目し、1903
年開催の第五回内国勧業博覧会の「不思
議館」などの企画に活かした。海を越えて
活躍する実業家であると同時に、優れた
感度を持つ文化の輸入者だった。

荒木和一は、大阪・難波で日本で初めて
映画上映をした人物。のちに1900年のパ
リ万博を独自に視察。「電気宮」で踊る女
性ダンサーのロイ・フラーに注目し、1903
年開催の第五回内国勧業博覧会の「不思
議館」などの企画に活かした。海を越えて
活躍する実業家であると同時に、優れた
感度を持つ文化の輸入者だった。

本町橋詰にあった大阪博物場内の動物園の
挿画（『大阪名勝図会 巻ノ壱』）

幼い頃の与謝野晶子も訪れたという「吉助園」
を描いた『大阪名勝図会 巻ノ壱』の挿画

内国博では会場内に美術館がつくられ、
多数の美術作品が展示された。赤松麟
作も出品し、高い評価を受けた。（大阪市
立図書館デジタルアーカイブより）

2025年大阪・関西万博を前に、“レガシー”という言葉が躍っています。
さて、21世紀を生きる私たちは、未来に何をリレーすることができるので
しょう。そこで、20世紀の曙から始まった上町台地 博覧会時代に再び
注目。モダン大阪のユニークな精神を開花させた新星たちは、どのような
点と線で結ばれ、何を拠りどころに魂のリレーが繰り広げられていったの
か。忘れてはいけないエポック、埋もれていた人物のエピソードをはじめ、
煌めく光跡をたどる、“超時空遺産”再発見の旅に出ましょう。

2025年大阪・関西万博を前に、“レガシー”という言葉が躍っています。
さて、21世紀を生きる私たちは、未来に何をリレーすることができるので
しょう。そこで、20世紀の曙から始まった上町台地 博覧会時代に再び
注目。モダン大阪のユニークな精神を開花させた新星たちは、どのような
点と線で結ばれ、何を拠りどころに魂のリレーが繰り広げられていったの
か。忘れてはいけないエポック、埋もれていた人物のエピソードをはじめ、
煌めく光跡をたどる、“超時空遺産”再発見の旅に出ましょう。
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金尾種次郎（24歳）
大阪での内国博に向け「大阪名勝図会」を編集す！
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赤松麟作（25歳）ら
大阪の画家たち、内国博に大いに刺激を受ける
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私
の
家
の
大
阪
行
に
は
、必
ず
決
つ

た
様
式
が
あ
り
ま
し
た
。春
で
あ
る

な
ら
遅
い
早
い
に
か
ゝ
は
ら
ず
、牡

丹
で
名
高
い
吉
助
園
と
云
ふ
植
木

屋
へ
最
初
に
行
く
の
で
す
。そ
れ
か

ら
上
本
町
の
博
物
場
へ
廻
る
の
で

す
。中
の
島
公
園
へ
も
行
く
の
で
す
。

そ
し
て
浪
華
橋
の
下
の
生
洲
の
網

彦
と
云
ふ
川
魚
料
理
の
船
で
、御
飯

を
食
べ
て
帰
る
の
で
し
た
。

晶
子（
４
歳
）家
族
と
大
阪
に
遊
ぶ

与
謝
野
晶
子「
私
の
生
ひ
立
ち
」

ま
だ
西
成
郡
今
宮
村
と
呼
ば
れ
て

い
た
天
王
寺
に
、第
五
回
内
国
勧
業

大
博
覧
会
が
開
か
れ
た
。こ
の
会
場

の
一
隅
、茶
臼
山
の
池
に
初
め
て

ウ
ォ
ー
タ
ー
シ
ュ
ー
ト
が
紹
介
さ
れ

て
、こ
れ
が
私
の
父
に
二
十
世
紀
的

感
覚
の
魅
力
を
喚
び
起
こ
し
た
の

で
あ
ろ
う
。

幼
児
記
憶
に
も
鮮
明
な
内
国
博

稲
垣
足
穂「
ノ
ア
ト
ン
氏
の
月
世
界
」

1883年頃
|
高
津
西
坂
の
下
に
百
花
園
松
井

吉
助
と
い
ふ
棠
駝
あ
り   （
中
略
）

此
家
に
牡
丹
を
培
養
す
る
こ
と
は
元

禄
時
代
に
始
ま
り
、凡
そ
百
年
以
前
よ

り
今
の
如
く
花
壇
を
設
け
し
と
ぞ
。

 

吉
助
牡
丹
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大
阪
博
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場1903年

|
場
内
に
は
数
棟
の
陳
列
所
あ
り
て

諸
雑
貨
を
売
る
、美
術
館
に
は
年
中
新

古
の
美
術
品
を
折
々
取
り
か
へ
て
陳
列

し
、（
中
略
）園
内
花
卉
を
植
並
べ
、動

物
の
柵
を
設
け
て
鳥
獣
虫
魚
を
養
ふ
、

『
大
阪
名
勝
図
会
』 

金
尾
文
淵
堂

1903年頃

明治期の上町台地名所を紹介した
『大阪名勝図会 巻ノ壱』（金尾文淵堂、
1903　資料提供：肥田晧三氏）

大
阪
の
内
国
博
で
も

ぜ
ひ
実
現
し
た
い
!

う
え
き
や

家族と大阪の内国博に行った幼い稲垣足穂。
父親は茶臼山のウオーターシュートを体験し、
夜間のイルミネーションにも感嘆の声をあげた
という。この父のときめきから、モダニズム文
学の新星が
生まれた。

UEM ACHIDA ICHI  KONJA KU TIMESU-CoRo  STEP Ⅱ 1

　わたしたちが暮らす“上町台地”。古代から今日まで絶えることなく、人々
の営みが刻まれています。天災や政変や戦災も、著しい都市化も経験しまし
た。時をさかのぼってみると、まちと暮らしの骨格が浮かび上がってきます。
自然の恵みとリスクのとらえ方、人とまちの交わり方、次世代への伝え方…。
過去と現在を行き来しながら、未来を考えるきっかけに、U-CoRoプロジェ
クト第2ステップでは、壁新聞「上町台地  今昔タイムズ」を制作いたします。

「上町台地 今昔タイムズ」とは

http://www.og-cel.jp/project/ucoro/index.html　 問合せ先：tel.06-6205-3518（担当：CEL弘本）

企画・編集：U-CoRoプロジェクト・ワーキング　　発行：大阪ガス エネルギー・文化研究所（CEL）　
  （CEL弘本由香里、B-tran橋本護・小倉昌美）  ※U-CoRo=ゆーころ（上町台地コミュニケーション・ルーム）
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1909（明治42）年
★内国博会場跡地の東半分に天
王寺公園が開園。本格的な都市
公園としては市内唯一のもので、
その後も大小の博覧会会場として
使われた。
　1912（明治45・大正元年）年
★与謝野晶子（33）、金尾種次郎（33）の依頼を受け、翌年
11月にかけて『新訳源氏物語』４巻を金尾文淵堂から出版。
★内国博会場跡地の西半分に新世界が誕生
し、遊戯施設が並ぶルナパークが開園（1923
年閉園）。

★荒木和一（40）は、跡地の開発会社顧
問として新世界の開発・運営に参画。
★金尾種次郎（33）、『畿内見物 大阪之
巻』を発行。同書は、多分野の才能を集
め編集・印刷技術の粋を尽くした金尾文
淵堂の本づくりの代表作。
　1913（大正2）年
★足穂少年（12）、天王寺公園の全国発明品博覧会で、伏
見・深草で墜死した武石浩玻の飛行服と壊れた飛行機の
破片を目にする。同時に、1910年12月に代 木々練兵場で日
本初飛行を見せた日野熊蔵大尉のグラデー式単葉飛行機
の実物展示にも目を瞠る。
　1916（大正5）年
★稲垣足穂（15）、飛行家を目指し発足したばかりの羽田の「日
本飛行機学校」の第一期生に応募（近視のため不合格）。
　1919（大正8）年
★金尾種次郎、『畿内見物』全３巻をまとめ増補した形で『畿
内行脚』を発行。同書には、当時の文化を牽引する作家や研
究者が参加し、大阪の浄瑠璃研究家の木谷蓬吟（42）も執筆。
　1923（大正12）年
★稲垣足穂（22）、『一千一秒物語』を刊行、モダニズム文学
の新星として注目を集める。
★関東大震災（9月1日）の後、金尾種次郎（44）は金尾文淵堂
の拠点を再び大阪に移す。
★関東大震災ののち、東京から大阪に戻っ
た直木三十五（32）はプラトン社（生家に近い谷
町五丁目乙20番地）に入社。大正～昭和初の編
集・デザイン史を彩った雑誌「苦楽」編集に
携わる。以後、次第に直木は時代小説の執
筆にも取り組む。
　1925（大正14）年
★4月　第二次大阪市域拡張。周辺地域を編入し、
人口・面積ともに日本一の都市「大大阪」が誕生。

★「大大阪」誕生に合わせ、毎日新聞社主催の大大阪記念博覧会が
天王寺公園と大阪城を会場に開催される（3月15日から47日間）。
同博に向けて、赤松麟作（47）は大阪築
城・落城を壁画に描く。本館では、大パ
ノラマを囲み27テーマで都市・大阪の
現状や未来像を示す展示が並んだ
（「文芸の大阪」展示を木谷蓬吟（48）、
「名物名所の大阪」を上方文化研究家
の南木芳太郎（43）が担当）。
★直木三十五（34）、映画製作者集団
「連合映画芸術家協会」を結成し、映画
制作に取り組む。
　1926（大正15）年
★赤松麟作（48）、心斎橋筋の丹平ハウスに赤松洋画研究
所を開き、後進の育成に努める（門下生には佐伯祐三も）。
　1929（昭和4）年
★木谷蓬吟、雑誌「郷土趣
味 大阪人」発刊 （10号で終刊）。
　1931（昭和6）年
★南木芳太郎、上方郷土研
究会を発足し、機関誌「上方」
を創刊（1944年の151号まで刊行）。
　1936（昭和11）年
★住友家から寄贈された旧本邸跡地に市立美術館が開館。　
　1945（昭和20）年　
★大阪大空襲で、大阪市街は焼野原に。
　1946（昭和21）年
★大阪市立美術館付設の美術研究所が開設され、赤松麟
作（68）が実技指導担当教授に就任 （鍋井克之、須田国太郎、小磯
良平、田村孝之介らも共に実技指導を担当）。
　1947（昭和22）年
★赤松麟作（69）、金尾文淵堂から、戦災前の大阪を描いた
『大阪三十六景』を出版。

天王寺公園を描いた絵はがき（大
阪市立図書館デジタルアーカイブより）

新世界・ルナパークの
シンボルとして建てら
れた通天閣（大阪市立図
書館デジタルアーカイブより）

郷土研究
「上方」

雑誌「郷土趣味
大阪人」

大大阪記念博覧会の
ポスター

プラトン社の雑誌
「女性」

 関連人物エピソード年表

直木三十二（32歳当時の名）、大阪で日本一モダンな
雑誌の編集に携わる

直木三十二（32歳当時の名）、大阪で日本一モダンな
雑誌の編集に携わる

通天閣の入口の大天井には
化粧品会社の中山太陽堂（現
クラブコスメチックス）の、巨大
な孔雀や花 を々描いた天井
画広告が掲出されていた。

東西文明・文化のカオスから
モダン都市大阪の結晶が…

東京に拠点を移した金尾文淵堂は、一流の画家たちに
よる凝った装丁の美しい本づくりで知られた。『畿内見物』
はその代表作で執筆者には、東京在住の与謝野晶子
のほか、高安月郊、薄田泣菫、吉井勇などが名を連ねた。
　

博覧会を先鋒に社会を席捲した近代技術の数々 は、都市と暮ら
しの様相を一変させていきました。注目すべきは、それらの技術
が大阪に蓄積されてきた歴史・文化・風土と融合し、創造の母胎
となるカオスを呼び覚ました事実です。近世と近代、西洋と東洋、
文と理、異なる思想や技術が入り混じり、結晶としてのモダニズ
ム文化が生み出されていったのです。

戦後に上町台地で開かれた復興大博覧会（1948年、毎日新聞主催）
に、奇しくも南木芳太郎の子息、南木淑郎が事務局として関わっている。

大阪の名所、文化、風物詩などを画家の中沢弘光
が取材し描いた挿画を木版ほかの多彩な印刷術を
駆使して組み込み造本している（上の木版画は四
天王寺、下は染物の干し場が並ぶ河岸風景）。

「上方」第100号掲載の写真。
内国博前年の明治35年1月、
関西文学同好新年会に集っ
た面々で、前列左端が金尾
種次郎、右隣が南木芳太郎、
３列目右端は与謝野鉄幹。

『畿内見物 大阪之巻』（金尾
文淵堂、1912）。表紙は四天
王寺からの大阪遠望で、海
側には多数の煙突が並ぶ。

内国博ののちに荒木和
一は、新世界・ルナパー
クの企画と運営に参画、
のちに大阪商工会議
所の委員にもなり、大阪
の財界で重きをなした。

通天閣の入口の大天井には
化粧品会社の中山太陽堂（現
クラブコスメチックス）の、巨大
な孔雀や花 を々描いた天井
画広告が掲出されていた。

内国博跡地に誕生した天王寺公
園に、稲垣足穂は大阪・船場から
明石に転居したのちも度々訪れた。
天王寺公園で開催された博覧会
で目にする実物の飛行機に少年
は眼を見張った。メカニック、オブ
ジェ、天体に心奪われた少年は、
長じてスペクトラムのごとき著作の
宇宙の扉を開く。

金尾種次郎（33歳）、
本づくりの粋を
凝らす！

金尾種次郎（33歳）、
本づくりの粋を
凝らす！

荒木和一（
40歳）、

新世界の開
発に尽力す

る！荒木和一（
40歳）、

新世界の開
発に尽力す

る！

　　　　 足穂少年
（12歳）、

全国発明品博覧会場
で、

飛行機の実物に心奪
われる

　　　　 足穂少年
（12歳）、

全国発明品博覧会場
で、

飛行機の実物に心奪
われる

大大阪博覧会が

照らし出した

もうひとつの眼
差し

大大阪博覧会が

照らし出した

もうひとつの眼
差し

1912年

1912年

1913年

1923年

1925年

…
 

東
京
と
は
違
つ
て
遊
楽
の

街
区
が
略
一
箇
所
に
集
中
し

て
居
る
か
ら
し
て
、こ
の
市
の

鳥
瞰
は
東
京
の
や
う
に
散
漫

で
は
な
く
つ
て
一つ
の
有
機
体

（
オ
ル
ガ
ニ
ズ
ム
）と
し
て
の

大
阪
市
の
形
態
及
び
生
理
の

観
相
を
味
は
は
し
め
る
。

 （『
畿
内
見
物 

大
阪
之
巻
』　

　
　
　
　
　
　
　    
よ
り
）

大
阪
市
は
、一
つ
の
有
機
体

木
下
杢
太
郎「
大
阪
」

1909年頃

こ
の
広
い
土
地
が
明
治
最
後
の
年

に
、天
王
寺
公
園
に
な
っ
た
。そ
の
西

隣
り
に
新
世
界
が
誕
生
し
て
、鉄
骨

の
通
天
閣
が
そ
び
え
立
っ
た
。新
世

界
の
中
心
が
ル
ナ
パ
ー
ク
で
、こ
こ
で

は
、ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
と
サ
ー
ク

リ
ン
グ
ウ
ェ
イ
ヴ
と
、索
道
飛
行
船

と
が
お
目
見
え
し
た
が
、そ
の
片
隅

に
あ
っ
た
埃
及
館
お
よ
び
不
思
議
館

を
、私
は
逸
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

少
年
が
想
い
を
寄
せ
た
ル
ナ
パ
ー
ク

稲
垣
足
穂「
ノ
ア
ト
ン
氏
の
月
世
界
」

1912年

エジ
プト

表面のコメントから続く

南
木
芳
太
郎
は
、昭
和
一
四（1939

）年
四
月
の「
上
方
」第
百
号

の
巻
頭
に
、明
治
三
五（1902

）年
に
撮
っ
た
関
西
文
学
同
好
会

の
若
者
た
ち
の
写
真
を
載
せ
て
い
ま
す
。三
十
七
年
前
の
こ

の
光
景
が
、南
木
に
と
っ
て
は
原
点
の
一
つ
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
奇
し
く
も
若
き
南
木
の
隣
に
は
金
尾
種
次
郎
が

並
ん
で
い
ま
す
。
南
木
が
雑
誌「
上
方
」を
発
行
し
始
め
た
の

は
昭
和
六（1931

）年
。私
は
ま
だ
子
ど
も
時
分
で
し
た
が
父

が
購
読
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
表
紙
に
は
、長
谷
川

貞
信
が
幕
末
〜
明
治
の
大
阪
の
風
景
・
風
俗
を
描
い
た
美
し

い
木
版
画
が
貼
ら
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
後
、「
上
方
」は
昭
和

一
九（1944

）年
ま
で
続
き
第
一
五
一
号
で
休
刊
。翌
年
の
大
阪

大
空
襲
で
島
之
内
の
わ
が
家
も
焼
け
て
何
も
か
も
失
く
し

た
う
え
に
、私
は
戦
後
、十
年
の
長
き
に
わ
た
る
闘
病
を
強
い

ら
れ
ま
す
。そ
の
苦
し
い
日
々
の
中
で
、貪
る
よ
う
に
読
ん
だ

の
が
、叔
父
が
保
存
し
て
い
て
貸
し
て
く
れ
た
全
冊
揃
い
の

「
上
方
」で
し
た
。当
時
は
そ
の
通
読
だ
け
が
心
の
支
え
と
な

り
、の
ち
の
私
の
人
生
を
方
向
づ
け
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

苦
し
い
時
代
の
私
を
支
え
て
く
れ
た
、

雑
誌「
上
方
」の
通
読　

             

肥
田
晧
三
さ
ん（
元
関
西
大
学
文
学
部
教
授)

す
べ
て
の
世
代
の
心
を
捉
え
た
、

無
限
の
宇
宙
と
未
来
へ
の
夢   

　     

嘉
数
次
人
さ
ん
（
大
阪
市
立
科
学
館
学
芸
員)

近
代
化
を
目
的
に
数
々
の
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
時

代
、大
阪
に
は
常
設
の
科
学
館
も
誕
生
し
ま
し
た
。昭

和
一
二（1937

）年
に
大
阪
市
電
気
局
が
四
ツ
橋
に
開
館

し
た
電
気
科
学
館
は
、科
学
館
と
し
て
は
日
本
初
。電

気
の
普
及
に
と
ど
ま
ら
ず
、科
学
を
テ
ー
マ
に
し
た
社

会
教
育
施
設
と
し
て
も
構
想
さ
れ
、そ
の
展
示
は
未
来

志
向
が
特
徴
で
し
た
。特
に
人
気
を
博
し
た
の
は
六
階

に
設
け
ら
れ
た
東
洋
初
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
。電
気
局

幹
部
が
欧
州
で
実
物
を
見
て
大
い
に
感
銘
を
受
け
、建

物
の
建
設
中
に
設
計
変
更
ま
で
し
て
、当
時
最
先
端
の

ド
イ
ツ
製
機
械
を
導
入
し
た
も
の
。少
年
時
代
に
同

館
を
訪
れ
た
手
塚
治
虫
も
、初
め
て
目
に
す
る
鉄
ア
レ

イ
型
の
機
械
に
強
烈
な
印
象
を
受
け
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、織
田
作
之
助
も「
星
の
劇
場
」と
い
う
作
品
で
、

戦
地
の
夜
空
に
故
郷
を
思
っ
た
と
い
う
友
の
便
り
に
促

さ
れ
て
電
気
科
学
館
に
赴
き
、そ
こ
で
見
た
人
工
の
星

空
に
魅
了
さ
れ
感
動
す
る
場
面
を
描
い
て
い
ま
す
。子

ど
も
も
大
人
も
、す
べ
て
の
世
代
の
心
を
捉
え
た
の
は
、

無
限
の
宇
宙
と
未
来
へ
の
夢
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

麗
は
し
い
水
の
都
が
黒
い
煙
の
都

と
化
し
つ
つ
あ
る
今
日
で
も
、名

所
と
い
へ
ば
少
し
は
風
懐
も
あ

り
、由
緒
も
あ
る
箇
所
を
挙
げ
た

い
。数
へ
上
げ
て
見
た
。名
所
ら

し
い
名
所
、浪
花
に
誇
る
べ
き
史

蹟
は
悲
し
い
か
な
だ
ん
だ
ん
亡
び

て
し
ま
い
、一
寸
見
当
が
つ
か
な
い
。

　（『
大
大
阪
記
念
博
覧
会
誌
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り
）

誇
る
べ
き
史
跡
が
失
わ
れ
て
い
る

南
木
芳
太
郎「
名
物
名
所
の
大
阪
」

1925年関東大震災で多くの文化人が大阪に避
難。故郷の大阪に戻った直木は、通天閣
の大天井画の広告主でもあった中山太
陽堂が設立したプラトン社で雑誌「苦楽」
の編集に携わった。編集部には小山内薫、
川口松太郎、デザイナーに山名文夫、山
六郎などの逸材が揃った。

モダンの極み“大大阪”から
歴史・文化・風土の再評価へ…
権威によらず、さまざまな分野の職業人一人ひとりが垣根なく結びつき、
刺激し合い、モダン都市大阪の粋が極められていきました。大正末期
から昭和初期にかけて“大大阪”と呼ばれた時代は、その頂点ともい
えるでしょう。同時に、彼らは、失われつつある大阪の歴史・文化・風土
を再評価し、後世に伝えていくことを使命とする、研究・出版の大きな
ムーブメントを起こすのです。

1925年の大大阪記念博覧会には、
画家の赤松麟作や文楽研究家の
木谷蓬吟、郷土文化研究の南木芳
太郎などが企画運営に関わり、大阪
文化の再評価の動きも顕在化した。

イラスト：小倉昌美（B-train）

“超時空遺産”上町台地 博覧会時代
モダン大阪に煌めいた若き才能たちの光跡
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